













































1. 2 抗日戦期の「流亡学生」時代 0938"-"48年)
勉学のため、母、弟妹と離れ一人で湖北、四川の長江周辺を移り住む。戦後、重慶から
南京に戻った中央大学の外文系を卒業する。




































































の人々を描き、短編小説集『藷翠猫~ (59年)、 『一輪の白い花(ー柔小白花) ~ (63年)
にまとめる。作中の「根を失った人」たちは台湾の現実に陥ったまま動けなくなり、或い
は幻想の世界に逃げ込み、或いは異性との関係や賭け麻雀に逃避しようとするが、これは
一つの境遇の中で人が示すある反応であり、 『桑青と桃紅』で、更に多様な形へと発展して
いく。台湾時期の短篇小説には、常に「人j を描こうとした覇華苓の創作の原点を見るこ
とができる。台湾における長編小説第一作『なくじた金の鈴(失去的金鈴子) ~ (61年)
は喪失と成長の物語であり、渡米後の『桑青と桃紅』に続く長編小説『山の彼方、川は流
れ(千山外，水長流) ~ (84年)では、主人公の「根」探しが描かれる。その後の中編小
説「死のデート(死亡的幽会)J (86年)に見られるのは死と再生の旅であるが、もはや
「根Jや帰属は問題とされない。
作者の移動経験が最も端的な形で反映する『桑青と桃紅』は、演劇的構成、コラージュ、
調刺を伴う象徴、 「意識の流れ」など種々の技法によって時代の感覚を鋭く表現している
ばかりでなく、その多義的な複雑さにおいても語華苓の著作の中で突出しており、今後も
さまざまな解釈を受け入れ、時代を超えて読み継がれていく可能性を持つ唯一の作品であ
るという意味で、間違いなく轟華苓の代表作と言える。
2. 5 初出と初版の異同について
1970"-'72年の香港『明報月刊』連載の初出から4年を経て、 76年に香港の友聯出版社か
ら出される『桑青と桃紅』の単行本初版において、作者は大幅な修正を行っている。これ
は例年の大陸版におけるような外部からの干渉を受けてはおらず、すべて作者の手による
ものである。この修正では誤植や字句の改正によって文章が整えられたばかりでなく、第
一部から第四部の最後に置かれていた桃紅の手紙が、各部の最初に移されるといった構成
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上の大きな変更も行われている。ここで注意を引かれるのは政治関連部分の削除であり、
国民党・共産党に関する記述は全編にわたって削除・変更が見られる。作者は修正の理由
を「文章を整えるため」と述べており、政治的な要因を明確に否定しているが、それらの
削除からは、 1974年に中国への帰国申請を始めたという作者の共産党に対する配慮が感じ
られる。理由はどうあれ、初出時の『桑青と桃紅』が持つ混沌の衝撃力と調刺の毒が、修
正によって弱められたのは残念なことである。
3.おわりに
米国で書かれた『桑青と桃紅』が発表されたのは中国語圏であったが、中国や台湾では
政治的な観点からの作品評価を受けるばかりでなく、発表の段階から政治の影響を免れる
ことはできなかった。この作品の英訳版がアジア系米国文学史の中で語られるようになっ
たのも最近のことであり、米国で中国語による創作を続けることにはさまざまな困難が伴
うが、露華苓にとってそれは重要なことであった。覇華苓の「国際創作プログラムj にお
ける業績はすでに認められているものの、創作活動の頂点とも言える『桑青と桃紅』は、
現時点でもまだ正当な評価を受けてはいないように思われる。本稿が今後の研究の一助と
なることを願う。
4.轟華苓年譜
4. 1 人生
4. 2 作品
5.資料
5. 1 覇華苓インタビュー
5. 2 轟華苓関係資料
論文審査の結果の要旨
本博士論文は、在米の華人作家である葺華苓の伝記作成および代表作『桑青と桃紅』の
分析、解読を通して轟華苓の全貌に迫ろうとする意欲的な労作である。海外の華人作家は
本国中国の現代文学史、においてほとんど触れられず、日本の中国現代文学研究でも未開拓
の領域に属する。筆者は既刊の文献資料の丹念な探査に加え、作家が居住するアイオワに
赴いて作家自身にインタビューを行い、さらには作家が執筆中の回想録についてもその一
部を入手して資料の万全を期しており、 『桑青と桃紅』のテクスト成立過程ならびに各テ
? ?
クスト聞の異同の分析はゆるぎない基礎的な作業となっている。筆者の問題意識は、作品
の多義性とともに、中国大陸、台湾、米国と移動した作者の「根jの意識にも向けられて
いる。 w桑青と桃紅』の主人公桑青は作者と同じように大陸、台湾、米国と移動する過程
で精神の分裂をきたし、別の人格である f桃紅」が現れ、両者のせめぎあいの中で流浪し
続ける。その移動と分裂が多元的な視点を生み、作品にはおびただしい挿話が巌め込まれ
る。この挿話群を「コラージュ」構造ととらえ、作品に混沌をもたらすとともに、全体と
しての統一感を保っているとの分析は独創的である。桑青と桃紅とが自然に共存する状態
が回復された時、初めて桑青が「神聖さ」を取り戻し、桃紅が「希望」に輝くニとができ
るのではないかとの読みも、筆者のこの作品に対する深い解読から導き出されたものであ
る。
『桑青と桃紅』はこれまで、精神の分裂を描いた悲劇として読み解かれてきたが、 90
年代以降、グ、ローパルな現象としての根の喪失、アジア系米国移民のディアスポラ的状況
の下での文化・言語の二重性、心の分裂のメタフア}として捉える解釈、 「桃紅」の行動
に家父長制イデオロギーや男性覇権を浸食、破壊する女性の自立と自由を読み取るフェミ
ニズム解釈など多義的な読みが展開されている。これら先行研究がいずれも部分的な読み
に終始しており、この作品の全体像を捉えるには至っていないとの筆者の指摘は、いくつ
もの二重性と分裂を抱え、複雑に分裂し、幾重にも重なり合う各部分の総体として『桑青
と桃紅』を捉えた本論文の論点に照らして適切なものである。しかし、先行研究について
は、どのような評価がどの程度なされたのかなどの整理をさらに徹底させる必要があろう。〆
作者轟華苓が母語である中国語に「根Jを求めている点については、その意識をもたら
した中国文明、文化における言語の重みについての分析、言及があるべきであろう。一方、
言語・国家・民族といったものを背景にしないアイデンティティーの成立もありうるので
あり、必ずしも母語に執着しない西欧やアフリカなどの作家との比較対照も必要となろう。
文学史上の位置づけについては今後の課題であるが、亡命作家を含めて再構築がなされて
いるロシア文学史の例なども参考に、中国文学史上の位置づけの考察へと進むことが望ま
れる。
これらのさらに探求されるべき課題はあるものの、これまで中国と米国の文学史から体
よく締め出されてきた覇華苓についての、本論文は日本で初めてのまとまった論考であり、
その独創的な作品分析、周到な伝記記述、貴重なインタビュー記録はいずれも出色の成果
と言える。今後の葺華苓研究がまずこの論文をひもとくことから始まるのは疑いを入れな
い。本論文が博士学位にふさわしいもので、ある点について審査委員全員の意見の一致を見
た。
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